
JP161 漫湖（まんこ）  

沖縄県：那覇市、豊見城市 

位置 N 26°12′ E 127°41′ 

面積 58ha 

 

環境構成【干潟】 

国場川と饒波川（のはがわ）の合流地点に位置する泥質

干潟。1995 年 5 月、日本で 11 番目のラムサール条約

登録湿地に指定された。 

周辺は住宅地および市街地に囲まれている。干潟部は、

近年マングローブ群落が広がり干潟面積が減少してい

る。 

 

選定理由 

A1 クロツラヘラサギ 

A4i クロツラヘラサギ・キアシシギ 

 

保護指定 

サイトの全域（90％以上）に法的な担保がある 

＜保護指定の内容＞ 

国指定鳥獣保護区（漫湖） 

＜その他＞ 

ラムサール条約登録湿地、東アジア・オーストラリア地域フライウェイパートナーシップ参

加地 

 

保全への脅威 

・ゴミの流入 

・マングローブの繁茂 

 

保全活動 

・環境教育活動：実施者（漫湖水鳥・湿地センター） 

内容：自然観察会・展示・団体対応などの普及活動 

 

 

写真提供：高井健慈 



見られる鳥 

 シギ・チドリ類、サギ類、カモ類などが多く見られる。 

留鳥 ゴイサギ、クロサギ、バン、カワセミ、シロチドリ 

夏鳥 コアジサシ 

冬鳥 

アオサギ、ダイサギ、チュウサギ、コサギ、アマサギ、クロツラヘラサギ、

セイタカシギ、ミサゴ、ムナグロ、ダイゼン、メダイチドリ、アカアシシギ、ア

オアシシギ、ダイシャクシギ、キョウジョシギ、トウネン、ユリカモメ、ズグロ

カモメ 

旅鳥 キアシシギ、チュウチャクシギ、（冬鳥の多くの種が旅鳥でもある） 

迷鳥 - 

 

 

関連団体・自治体・施設等 

・漫湖水鳥・湿地センター  



 


